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2024年₆月15日～2024年₇月14日の主な出来事（新聞記事等より）

6.20 熊本市の観光消費　934億円
熊本市がまとめた2023年の観光消費額は前年
比52.1%増の934億円で、過去最高を更新し
た。宿泊者数の353万人（35.4%増）と、外
国人宿泊者数の43万₄千人（9.2倍）も過去
最多だった。観光消費額は観光客が使う交通
費や宿泊料などの総額で、これまではコロナ
禍前の19年の826億円が最高だった。

6.21 菊池地域　農地転用164ha
熊本県はＴＳＭＣの菊陽町進出が決まった2021
年10月以降、菊池地域の₂市₂町で計164ha
の農地が別用途に転用されたと明らかにした。
周辺農地の売買が加速し、地権者と農家の間
で賃借契約の解除が発生している。県は営農
継続を希望する農家を支援するため、代替農
地を探すエリアを周辺市町村に拡大している。

6.22 消費者物価　₃カ月ぶり伸び率拡大
熊本県統計調査課が発表した₅月の熊本市の
消費者物価指数（2020年＝100、生鮮食品を
除く）は、前年同月比2.6%上昇の107.1だっ
た。前年を上回るのは27カ月連続で、伸び率
は₃カ月ぶりに拡大。エネルギー関連の上昇
が押し上げ、電気代の伸び率は17.0%と₁年
₄カ月ぶりに₂桁となった。

6.26 ＴＳＭＣ第₂工場　造成開始
ＴＳＭＣは、第₂工場の敷地の造成工事を始
めた。経済産業省によると、第₂工場の敷地
面積は約32万₁千㎡で、投資額は139億米ド
ル規模。また、第₁工場の量産開始や第₂工
場稼働に向けて採用を強化しており、2025年
春には今春の入社実績の₂倍以上となる600
人超の新卒採用を計画している。

6.26 菊陽町の在留外国人　1000人突破
菊陽町は町多文化共生連絡会議でＴＳＭＣの進
出などにより、町内在住の外国人が1000人を
超えたと報告した。町によると、町内の外国人
は₅月末現在で1028人。全人口の2.3%を占め、
2017年度末比で約₄倍となった。最多は台湾で
22年度比約20倍の372人。インドネシアが約₉
倍の70人、フィリピンが約₆倍の92人だった。

6.29 県への移住　最多2749人
熊本県は2023年度に県内へ移住した人が過去最多の2749
人だったとする推計値を取りまとめ、県議会地域活力創
生特別委員会で報告した。市町村の転入者向けアンケー
トや、市町村の移住施策の利用者数を基に、転勤や進
学による転入者を除いて算出。移住者の推計値を出し始
めた19年度は2074人だった。20年度はコロナ禍の影響で
1620人に減ったものの、21年度以降は増加傾向にある。

7.2 県内景況感　₂期ぶり改善
日銀熊本支店が発表した₆月の県内短観は、
景況感を示す業況判断指数が全産業でプラス
29と、1991年₈月以来、約33年ぶりの高水準
となった。₃月の前回調査から₉ポイント上
昇。ＤＩの改善は₂期ぶり。また、同時に発
表した₇月の金融経済概観は「回復している」
として前月の判断を据え置いた。

7.6 企業倒産　県内はＴＳＭＣ効果で減少
東京商工リサーチ熊本支店が発表した2024年
上半期の企業倒産件数は、前年同期比₄件減の
38件、負債総額は50.6%減の44億6100万円と
なり、倒産件数、負債総額ともに₃年ぶりに
減少した。倒産件数が10年ぶりの高水準となっ
た全国と違う傾向が出ていることについては、
半導体関連企業の進出が影響したとされる。

7.11 県内賃上げ　32年ぶり₄％台
連合熊本が発表した2024年春闘の最終集計で、熊本
県内の労働組合の賃上げ率は、定期昇給を含む平均
で前年の3.80%から4.53%に伸び、1992年以来32年
ぶりに₄%台に達した。賃上げ額は前年を1925円上
回る月額₁万2501円となり、₂年連続で₁万円を超
えた。連合熊本は「全国的な賃上げの流れが、熊本
の地場中小企業の交渉にも波及した」とみている。

7.12 水上村ロゴ　青学大と走る
水上村は、今年₁月の箱根駅伝で₇度目の総
合優勝を果たした青山学院大陸上部のユニ
ホームに、村のロゴを掲出する契約を結んだ
と発表した。₁年契約。村は、村内にクロス
カントリーコースを整備し、陸上合宿誘致に
力を入れており、知名度向上を狙う今回の広
告効果を約₉億円と試算する。
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